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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

   

   

 

   

 

  

       

 

  

 

  

  

 

   

    

      

 

  

 

 

    

 

  

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

昔
話
を
一
つ
。
江
戸
幕
府
を
打
倒
し
た
明
治

政
府
は
安
定
財
源
が
無
か
っ
た
。
幕
府
の
頃
の

年
貢
制
度
で
は
取
れ
た
米
の
何
割
か
を
物
納
と

し
て
い
た
。
豊
作
な
ら
増
収
だ
し
不
作
な
ら
減

収
、
米
の
値
段
で
税
収
が
変
わ
り
、
大
飢
饉
な

ら
幕
府
の
危
機
と
な
る
。
だ
か
ら
税
収
と
し
て

は
安
定
し
な
い
。
▼
そ
こ
で
明
治
政
府
が
導
入

し
た
の
が
悪
名
高
き
「
地
租
」
だ
。
豊
作
だ
ろ

う
が
不
作
だ
ろ
う
が
地
価
の
３
％
を
物
納
で
は

な
く
、
現
金
で
の
納
税
と
し
農
民
か
ら
搾
り
取

っ
た
の
だ
。
不
作
で
地
租
が
払
え
な
い
農
民
は

農
地
を
取
ら
れ
小
作
人
と
な
り
、
農
地
を
増
や

し
た
も
の
は
地
主
と
な
っ
て
格
差
を
拡
大
し

た
。
廃
止
さ
れ
る
ま
で
７
０
年
余
り
も
農
民
国

民
を
苦
し
め
る
税
だ
っ
た
。
▼
現
在
の
話
を
一

つ
。
国
の
税
収
が
バ
ブ
ル
の
時
を
超
え
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
政
府
自
民

党
が
安
定
財
源
安
定
財
源
と
騒
ぎ
立
て
た
結

果
、
不
景
気
な
の
に
増
税
し
て
い
き
、
国
民
が

苦
し
ん
で
い
る
。
先
日
団
体
交
渉
が
あ
り
、
経

営
陣
か
ら
消
費
税
に
ま
つ
わ
る
愚
痴
な
ど
を
聞

い
た
。「
昔
は
法
人
税
だ
け
だ
っ
た
か
ら
、
黒
字

に
な
ら
な
い
限
り
税
払
い
の
た
め
の
資
金
繰
り

が
要
ら
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
黒
字
。
そ
ん
な

と
き
は
社
員
に
一
時
金
な
ど
で
還
元
し
て
赤
字

に
し
て
し
ま
え
ば
良
か
っ
た
。
し
か
し
消
費
税

は
違
う
。
赤
字
の
会
社
で
も
必
ず
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
。
消
費
税
が
１
９
８
９
年
に

導
入
さ
れ
た
際
に
は
売
上
３
０
０
０
万
円
以
下

な
ら
非
課
税
事
業
者
だ
っ
た
の
が
、
１
９
９
７

年
に
は
１
０
０
０
万
円
以
下
に
改
定
さ
れ
た
。

▼
そ
し
て
今
回
、
売
上
１
０
０
０
万
円
以
下
で

も
税
金
を
搾
り
取
ろ
う
と
す
る
の
が
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
だ
。
売
上
イ
コ
ー
ル
年
収
で
は
な
い
。

会
社
員
な
ら
税
金
面
の
処
理
は
会
社
で
や
っ
て

く
れ
る
が
個
人
事
業
主
は
違
う
。
消
費
税
の
支

払
い
を
個
人
で
処
理
す
る
の
は
大
変
な
負
担
、

労
力
と
な
る
。
こ
の
ま
ま
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

導
入
さ
れ
た
そ
の
次
に
は
、
安
定
財
源
の
名
の

下
に
、「
扶
養
控
除
の
１
３
０
万
円
の
壁
」
や
「
ア

ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
の
１
０
３
万
円
の
壁
」
も

聞
き
慣
れ
な
い
横
文
字
の
制
度
で
改
悪
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。 
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事務所の年末年始の休みは 12月 29日～1月 4日です。 

秋田運送支部が団体交渉 

ガソリンや軽油の代金が高騰して、やりくりが大変になってい

る昨今、トラック業界では緑ナンバーの営業許可を得ている会社

がトラック協会を通じて「燃料高騰緊急支援金」を車両ごとに 1

台ずつ申請して支援金を受給しています。秋田運送支部では、11

月 22日に団体交渉をおこないました。 

年末一時金の回答が次のように出ましたが、会社が前年比増収

増益にも関わらず不十分な回答だったので、妥結しませんでした。 

・日給月給制 （基本給+役職手当）×1.5か月 

・出来高制 一律 30,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来高制の運転手に支援金の還元を 

また県トラック協会を通じて燃料高騰緊急支援金を車番ごとに

会社は申請して受給しているはずですが、会社は「あくまで会社

への支援金であるから出来高制の運転手には還元しない」と回答

してきました。組合は「これでは、燃料代自分持ちの出来高制の

運転手は負担が軽減されない、おかしい。自社スタンドの燃料は

市中のスタンドよりも高い。（半ば強制的に給油させられている）

燃料高騰の中、支援金の還元もなく高い自社スタンドで二重三重

に会社に払う形になっているのではないか」として、ひきつづき

交渉を継続することになりました。 

 

 春闘討論集会開催 
12月 4日、県労連・春闘懇主催の春闘討論集会が 42人の参加

で、秋田市の大町ビルで開かれました。建交労から 3人参加しま

した。全労連の斎藤常任幹事（賃金闘争局長）が春闘情勢や重点

課題について講演しました。 

 建交労の秋田運送支部の鈴木書記長が、最賃問題について次の

ように発言しました。「本社が東京にある『プレステージ・イン

ターナショナル』という会社がある。コールセンター業務などを

行っていて、女子バスケットチーム・アランマーレ秋田も運営し

ている。コールセンターは、県内では秋田市新屋、にかほ市、横

手市にあり、４年後には潟上市につくられる予定になっている。 

秋田県以外では、山形県（854円）、岩手県（854円）、新潟県

（890 円）、富山県（908 円）にコールセンターがある。したが

って、プレステージ・インターナショナルは安い労働力（東京都

の最賃は 1072円だから、秋田県との差は 219円）を求めて事業

展開し、もうけを東京の本社に吸い上げる仕組みができている。

したがって、地域間格差をうめる最賃を引き上げる運動が必要

だ。またコールセンターを誘致する際、県から補助金などが出て

いると思う」 

討論集会は、団結ガンバロウを唱和して終了しました。 

 
 

 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

   

  

   

  

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

 
【前回の答え】 晩秋（バンシュウ） 

 応募者 2名、正解者 2名でした。 

個人加盟の笹耕市さん（75歳）に 1,000円の図書カードを送

ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってください。

正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈ります。

その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分会

名を忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎です！ 

応募のしめ切り⇒1月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇〇ジ〇〇…年末、今年も続けるかどうか迷う 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax.018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 
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カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】 

①熱を加えること ②百――あ

って一利なし ③投手の投げる

球の威力 ④ピサの斜―― ⑥

自分。――責任 ⑧入院の対 ⑪

落語の――に行く ⑬――淑女

諸君 ⑭話の――を通す ⑮次

期会長の――を狙う 

【ヨコのカギ】①絵。――展 ③帰り道 ⑤都会から田舎へ――す

る ⑦♪――の絡まるチャペル ⑨士農――商 ⑩旧国名で今の

愛媛 ⑫――の上にも三年 ⑭太陽系の惑星の一つ ⑯大坂冬の

―― ⑰自分の志や贈り物の謙譲語 
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１
１
月
６
日
に
４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ま
し
た
が
、
日
本

は
第
８
波
と
見
ら
れ
る
感
染
が
拡
大
中

で
す
。 

も
う
、
ウ
ン
ザ
リ
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
だ
け
ど
、
今
の
と
こ
ろ
は
行
動
制
限

は
無
さ
そ
う
だ
し
、
今
年
は
何
件
の
誘

い
が
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
１
２

月
の
忘
年
会
で
は
久
々
に
外
食
を
楽
し

み
た
い
で
す
。 

秋
田
ダ
ン
プ
分
会 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤
正
樹 

６
０
歳 

 

  

 

 

 

 

鳥
海
山
山
頂
が
白
く
染
ま
っ
て
か
ら

１
か
月
余
り
、
山
頂
部
の
雪
は
白
い
触

手
を
麓
に
静
々
と
伸
ば
し
、
間
も
な
く

全
山
が
真
っ
白
に
な
る
。
長
い
冬
が
始

ま
る
。 

先
日
訪
れ
た
山
は
ブ
ナ
が
す
べ
て
葉

を
落
と
し
、
ふ
か
ふ
か
の
落
ち
葉
ロ
ー

ド
だ
っ
た
。
静
か
な
山
の
中
で
落
ち
葉

を
踏
み
し
だ
く
音
だ
け
が
森
に
吸
い
込

ま
れ
る
。
紫
式
部
と
い
う
小
灌
木
も
葉

を
す
べ
て
落
と
し
、
鰰
の
ブ
リ
コ
大
の

紫
色
の
実
が
秋
の
陽
ざ
し
を
受
け
て
き

ら
め
い
て
い
た
。
今
年
は
鰰
を
存
分
に

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

凡
人
の
私
の
思
い
は
す
ぐ
に
そ
こ
に
行

く
の
だ
っ
た
。 

由
利
本
荘
市
・
個
人
加
盟 

 
 

 
 

笹 

耕
市 

７
５
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不安いっぱいの年越し 

物価高対策ほぼ光熱費だけ 敵基地攻撃へ軍事費倍増 

  

物価高騰が止まらない。岸田内閣は 10月 28日、「物価高克服・経済再生実現 

のための総合経済対策」を閣議決定した。39兆円規模の大風呂敷を広げたもの 

の、物価高・賃上げ対策は 3分の 1程度の 12兆円。物価高対策はほぼ光熱費補 

助だけである。一方で、軍事費倍増を計画している。不安いっぱいの年越しにな 

りそうだ。 

今こそ消費減税 

 「総合経済対策」の物価高対策は、電気料金と都市ガスの負担軽減、ガソリンや灯油の補助金継続などによって、

23年 1～9月の負担を標準的世帯で約 4万 5,000円軽減させるというもの。 

 他方、政府内で介護保険改悪や、国民年金保険料の支払期間の 5年間延長など国民負担増が検討されている。 

 電気代やガス代の補助より、物価全体を引き下げて国民に広く恩恵がある消費税減税こそ、経済対策として効果

的である。コロナ禍以降、世界の約 100ヵ国・地域で消費税・付加価値税の減税が進められている。だが、国会で

岸田首相は消費減税は「考えていない」と理由も示さず突き放した。 

 低賃金、物価高騰で暮らしは厳しくなるばかり。消費税減税、インボイス制度中止を今こそ実施するべきだ。 

 総合経済対策の 39兆円のうち予算の裏付けがあるのは、約 29兆円（22年度第 2次補正予算）で、うち 22.8兆

円は国債発行の追加でまかなう。借金してまで 39兆円もばらまくのなら、消費税を減税するべきだ。 

軍事費削って暮らしに回せ 

 軍事費の 2 倍化を狙う岸田政権は、年末までに「国家安全保障戦略」など安保関連 3 文書の改定を予定してい

る。相手国のミサイル発射拠点などを直接たたく敵基地攻撃能力（反撃能力）の保有と、軍事費の増額が焦点とな

る。防衛省は、5年間の「防衛費」の総額の規模を定める「中期防」（中期防衛力整備計画）に盛り込む経費を積み

上げる作業において、総額 48兆円程度が必要、と見積もった。現在の「中期防」（19年度から 5年間）が総額 27

兆 4700億円程度としていることから、これを一気に 1.7倍に引き上げるもの。 

 敵基地攻撃能力の保有は、「他国を攻撃する兵器を持つことは憲法の趣旨ではない」としてきたこれまでの政府

見解にも反する。 

 軍事費を 2倍化する 5兆円があれば、子育て、教育、年金、医療など社会保障を充実させられる。軍事費を削っ

て国民に回すことこそ経済対策としてふさわしく、現実的だ。 

 

 

 

 

 

 

 

２
０
２
２
年 

 

大
変
な
年
だ
っ
た
け
ど
自
民
党 

政
治
の
実
態
が
見
え
て
き
た
の

は
よ
か
っ
た
。
来
年
は
地
方
か

ら
政
治
を
変
え
て
ゆ
く 

―
―

有
権
者 

 


